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)
 

貨
幣
の
限
界
効
用
の
測
定
、
国
民
所
得
の
実
物
化
（
デ
フ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
指
数
の
機
能
づ
け
）
等
の
問
題
に
つ
な
が
る
。

(
D
e
r
 S
i
n
n
 
d
e
r
 
I
n
d
e
x
z
a
h
l
e
n
)

と
言
っ
た
場
合
の
そ
の
経
済
理
論
的
意
味
を
追
求
す
る
も
の
で

ハ
ー
バ
ラ
ー
が

(

1

)

 

あ
る
。
な
お
、
ス
テ
ー
レ
ー
の
「
物
価
指
数
の
経
済
理
論
の
発
展
」

「
指
数
の
意
味
」

般

均

衡

理

論

物
価
指
数
、
数
量
指
数
に
関
す
る
理
論
は
、

そ
れ
を
純
粋
に
統
計
学
的
に
追
求
す
る
も
の
と
、
需
要
お
よ
び
生
産
に
関
す
る
経
済
理

論
的
に
展
開
す
る
も
の
と
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は
時
間
的
・
場
所
的
に
相
異
な
る
同
種
集
団
間
の
「
相
対
的
増
減
」
の
測
度
と
し
て
の

指
数
理
論
で
あ
り
、
指
数
は
い
わ
ゆ
る
「
統
計
的
比
率
」
の
一
種
で
あ
る
と
さ
れ
る
°
こ
れ
に
対
し
て
指
数
の
経
済
理
論
は
消
費
者
と

生
産
者
の
行
動
分
析
、
す
な
わ
ち
、
家
計
と
企
業
の
行
動
ー
効
用
と
利
潤
の
極
大
化
ー
分
析
を
指
数
を
通
じ
て
行
な
う
も
の
で
あ
り
、

指

数

の

す
な
わ
ち
、

(
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 D
e
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o
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m
e
n
t
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f
 
t
h
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E
c
o
n
o
m
i
c
 T
h
e
o
r
y
 of Price 
I
n
d
e
x
 

、
、
、
、

で
の
経
済
理
論
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
言
う
よ
う
な

高

木

秀

玄
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二

醐
西
大
學
『
繹
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
三
号

も
の
で
は
な
い
u

け
だ
し
、

と
い
う
結
論
へ
到
達
す
る
た
め
の
解
析
幾
何
学
的
考
察
が
、

一
般
的
均
衡
論
が
具
体
的
に
は
微
分
方

ス
テ
ー
レ
ー
に
よ
れ
ば
、
無
差
別
曲
線
あ
る
い
は
無
差
別
図
表
を
根
底
に
お
く
、
し
た
が
っ
て
、
消
費
者

物
価
指
数
あ
る
い
は
生
計
費
指
数
の
代
表
的
算
式
で
あ
る
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
式
と
パ
ー
シ
ェ
式
が
「
真
の
指
数
」
の
上
限
と
下
限
を
な
す

(

2

)

 

そ
の
か
か
げ
る
経
済
理
論
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
ホ
フ
ス
テ
ン
が
「
指
数
の
比
較
的
に
近
時
の
理
論
に
お
い
て
、
よ
り
た
い
せ
つ
な
も
の
は
指
数
の
特
定
の
意
味
と
そ
れ

が
み
た
す
べ
き
目
的
で
あ
り
、
そ
の
二
つ
の
発
展
方
向
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
―
つ
は
コ
ニ
ュ
ス
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
無
差
別
ア
プ
ロ

(

3

)

 

・
ー
チ
で
あ
り
、
他
は
デ
ィ
ビ
ィ
ジ
ア
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
積
分
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
後
者
を
基
盤
に
お
い
て
、
そ
の

一
般
均
衡
論
、
す
な
わ
ち
未
知
数
の
個
数
と
方
程
式
の
個
数
と
が
相
等
し
い
体
制
に
関
す
る
理
論
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

特
に
デ
ィ
ビ
ィ
ジ
ア
式
に
よ
っ
た
理
由
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
は
理
論
構
成
に
お
い
て
、
ま
た
分
析
の
方
法
論
と
い
う
側
面

よ
り
み
て
、
限
界
性
ー
微
分
的
処
理
の
可
能
性
・
積
分
可
能
性
ー
の
概
念
を
導
入
し
て
お
り
、

程
式
に
よ
っ
て
組
立
て
ら
れ
て
お
る
こ
と
よ
り
、
両
者
は
密
接
に
関
連
す
る
か
ら
で
あ
る
C

(
1
)
 H
a
b
e
r
l
e
r
,
 H
.
:
 D
e
r
 S
i
n
n
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e
r
 I
n
d
e
x
z
a
h
l
e
n、
T
i
i
b
i
n
g
e
n
,
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(
2
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t
a
h
l
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H
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o
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h
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h
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m
b
e
r
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T
h
e
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e
v
i
e
w
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E
c
o
n
o
m
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c
 Studies, 

V
o
l
.
 
II,il934 1
 35, 
p
p
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1
6
3ー

188.

(
3
)
 H
o
f
s
t
e
n
,
 
E
.
:
 
P
r
i
c
e
 
I
n
d
e
x
e
s
 a
n
d
 Q
u
a
l
i
t
y
 
C
h
a
n
g
e
s
,
 
S
t
o
c
k
h
o
l
m
,
 .1952, 
p
p
.
 
15. 

生
産
過
程
の
最
終
生
産
物
、
す
な
わ
ち
消
費
者
財
は
、

そ
の
経
済
を
構
成
す
る
個
人
も
し
く
は
個
人
の
集
団
の
間
に
ど
の
よ
う
に
配

分
さ
れ
る
か
を
決
定
す
る
問
題
は
「
転
置
の
問
題
」
と
し
て
経
済
理
論
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
個
人
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U

1

 
11 U
1

 C
i
)
 ＋
 
U
1
C
3
J
 

こ
れ
ら
の
三
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
部
門
に
よ
っ
て
―
つ
の
経
済
体
系
が
記
述
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
際
に
、
わ
れ
わ
れ
は
厳
密
な
競
争
、

す
な
わ
ち
純
粋
競
争
の
条
件
の
も
と
で
の
均
衡
状
態
を
前
提
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
ど
の
よ
う
な
個
人
（
消
費
者
ま
た
は
企
業
）
も
直

(

1

)

 

接
に
は
諸
価
格
を
左
右
で
き
な
い
」
し
、
「
諸
価
格
は
、
消
費
者
や
企
業
が
所
与
と
し
て
受
け
と
る
。
ハ
ラ
メ
ー
タ
と
な
る
」
の
で
あ
る
C

(

2

)

 

こ
の
よ
う
な
財
貨
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
エ
バ
ン
ス
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
C

す
な
わ
ち

U.11
単
位
時
間
当
り
の
資
本
あ
る
い
は
資
本
用
役
の
生
産
高

2
 
U
I
I
単
位
時
間
当
り
の
労
働
用
役

8
 
U
I
I
直
接
消
費
に
対
す
る
単
位
時
間
当
り
の
商
品
生
産
高

彼
に
よ
れ
ば
以
上
の
三
部
門
の
数
量
は
変
数
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
勿
論
、
こ
の
場
合
に
は
ス
ト
ッ
ク
は
ゼ
ロ
で
あ
る
と
い
う
想

定
を
た
て
る
C

第
一
部
門
の
資
本
用
役
は
資
本
用
役
自
身
の
生
産
と
消
費
者
財
、
す
な
わ
ち
第
三
部
門
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
商
品
の

生
産
に
当
て
ら
れ
、
第
二
部
門
の
労
働
用
役
は
第
一
部
門
の
資
本
財
ま
た
は
生
産
者
財
の
生
産
と
第
三
部
門
の
消
費
者
財
の
生
産
に
当

て
ら
れ
、
更
に
第
三
部
門
の
消
費
者
財
は
第
一
・
ニ
・
三
部
門
の
用
役
の
所
有
者
に
よ
る
直
接
消
費
に
供
す
る
た
め
第
一
・
ニ
．
―
―
一
部

門
へ
と
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
る
e

こ
の
事
実
は
形
式
的
に
次
の
関
係
式
で
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
2
.
1
)
 

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）

3

消
費
者
財

2
 
ー
の
集
団
に
対
応
し
て
財
貨
の
グ
ル
ー
プ
が
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
C

す
な
わ
ち

資
本
財
あ
る
い
は
生
産
者
財
（
他
の
財
貨
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
財
貨
）
C

本
源
的
生
産
要
素
C

す
な
わ
ち
、
土
地
や
労
働
用
役
の
よ
う
に
新
た
に
生
産
さ
れ
な
い
生
産
要
素
。
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と
に
す
る
C

す
る
と

U
8
1
1
0
(
U
1
C
a
)
,
 lー

U
2
(
1
)
)

U
1
 <i) ＋
 U
1
 <a) 11
も

(
U
1
<1), 
U
2
<
1
)
)
 

(
2
.
1
)
,
 
(
2
.
 3
)
,
 
(
2
.
 4
)

と
に
よ
り

直
接
消
費
に
関
す
る
生
産
高
は
極
大
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て

U
2
1
1
l、
a
袖
速
。

特
に
第
二
部
門
に
つ
い
て
は
次
式
が
成
立
す
る
C

a
+
b
+
C
1
1
1
 

と
な
る
。
な
お
、
経
済
理
論
の
基
礎
条
件
よ
り

U
3
(
l
J
 1
1
a
u
3
"
U、
3
(
2
)
1
1
b
U
s
、
U
8
(
3
)
11cur8 

uoo11 U
a
<
1
>
 ＋
u
o
o
(
2
)
＋
 
U
a
<
a
>
 

U
2
1
1
U
2
(
1
)
 ＋
U
2
(
8
)
 

腸
西
大
學
『
華
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
三
号

こ
の
際
に
各
項
の
サ
フ
ィ
ッ
ク
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
を
表
現
し
、
右
肩
の
括
弧
内
の
数
字
は
い
か
な
る
部
門
へ
流
れ
る
か
を
示
す
も

の
で
あ
る
C

式
よ
り

(
2
.
2
)
 

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
項
は
ゼ
ロ
よ
り
小
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
函
数
が
成
立
す
る
を
う
る
の
で
あ
る
C

(
2
.
3
)
 

(
2
.
4
)
 

U
1
1
1
合

(
U
1
C
1
)
,
V
 ̀2(1)）
』

U
3
1
1
0
(
U
1
cs), 
U
2
C
3
)
)
.
 

こ
の
場
合
、

U
1
<
1
)
,
U
1
<
a
)
,
U
2
<
1
)
は
独
立
変
数
で
あ
り
、
な
お
、

こ
れ
を
簡
単
に
表
現
す
る
た
め
に
、

x
、
y
、
Z

を
用
い
る
こ

四．
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(
2
.
5
)
 

(
2
.
6
)
 

U
は
(
2
.
5
)

式
に
よ
っ
て
最
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
次
の
関
係
式
が
導
か
れ
る
。

き

(
y、
l—

N
)
1
1
0. 
、
、
、

上
式
の

01
と

02
は
(
2
.
3
)

式
の
二
つ
の
独
立
変
数
の
ひ
き
数
の
増
加
函
数
で
あ
っ
て
、

(
2
.
7
)
 

す
な
わ
ち
、
未
知
数

y
、

り
、
次
の
微
分
方
程
式
が
導
か
れ
る
C

芝
史

(a、
P
)

怠
(a、
P
)

翌

0
1
(
a
,
 /
3
)
 11 

,
 02
(
a
,
 /
3
)
 11 

o
a
 

z
を
決
め
る
二
個
の
方
程
式
が
存
在
し
、

(
2
.
5
)

式
よ
り
X

の
値
が
求
ま
る
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
式
よ
り

x
+
y
を
最
大
な
ら
し
め
る
。

し
た
が
っ
て
函
数
中
お
よ
び

0
に
関
す
る
仮
定
は
次
の
よ
う
な
結
果
へ
と
導
く
。

以
上
は
エ
バ
ン
ス
の
い
う
単
純
化
経
済
体
系
に
お
け
る
三
部
門
間
の
均
衡
状
態
に
関
す
る
諸
条
件
の
説
明
で
あ
る
が
、
同
様
の
こ
と

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）

(
i
i
i
)
 

(

i

i

)

 

(

i

)

 

全
x
、
0
)
1
1
ぉ
支

0
、
N
)
1
1
0
、

0
(
O、l—
N
)
1
1
0
、

0
(
y、0
)
1
1
0
.

N
I
I
l
で
あ
れ
ば

x
+
y
l
l
x
 

y
1
1
0
で
あ
れ
ば

x
+
y
1
1
を
(
x、
0
)

N
I
I
O

で
あ
れ
ば

l—
N

の
最
大
値
が
決
ま
り

き
(
y
.
lー

z)11
0, 

U
a
 1
1
0
(
y
、
l—
N
)

x
+
y
1
1
全
x
、
N)

五

そ
れ
に
つ
い
て
の

0

の
偏
導
函
数
で
あ



286 

開
西
大
學
『
舘
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
三
号(

3

)

 

が
ラ
ン
ゲ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

い
C

す
な
わ
ち
、
価
格
は
彼
に
と
っ
て
与
え
ら
れ
た
。
ハ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
、

長
期
均
衡
に
お
い
て
価
格
と
平
均
費
用
と
が
相
等
し
い
よ
う
な
産
業
へ
の
新
し
い
企
業
家
の
自
由
参
加
が
可
能
で
あ
る
こ
と
c

(

4

)

 

こ
れ
は
ア
レ
ン
に
よ
っ
て
「
転
入
の
自
由
」
と
称
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
C

こ
の
う
ち
ラ
ン
ゲ
は
第
一
の
企
業
者
間
の
自
由
競
争
を
根
底
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
先
に
分
類
し
た
よ
う
な
部
門
を
設
定
す
る
C

あ
げ
る
e

こ
の
際
に
労
働
は
「
生
産
の
本
源
的
要
素
」
で
あ
り
、

を
生
産
す
る
企
業
者
グ
ル
ー
プ
を
第
二
部
門
と
す
る
C

す
な
わ
ち
、
既
述
の
第
一
部
門
は
ラ
ン
ゲ
で
は
第
二
部
門
、
第
二
部
門
は
こ
こ

で
特
別
に
掲
げ
ら
れ
な
い
で
、
第
三
部
門
が
第
一
部
門
と
し
て
取
ら
れ
て
い
る
C

い
ま
、

論
を
述
べ
よ
う
C

(
2
.
8
)
 

(
2
.
9
)
 

m
+
m、
11
全
m
、
.l、)

第
二
部
門
に
対
し
て
X11F(m.l) 

第
一
部
門
に
対
し
て

と
は
相
異
な
る
企
業
者
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
、

完
成
消
費
者
財
11

商
品
を
生
産
す
る
企
業
者
グ
ル
ー
プ
を
第
一
部
門
、

た
と
え
ば
、

口 H

企
業
家
の
数
は
十
分
に
大
で
あ
り
、

ラ
ン
ゲ
の
前
提
は
、

そ
の
生
産
高
を
自
由
に
変
化
さ
し
て
価
格
を
自
己
の
意
志
で
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

こ
の
こ
と
は
エ
バ
ン
ス
と
同
じ
で
あ
る
°

最
終
消
費
者
財
と
し
て
の
木
材
は
生
産
設
備
1
1

生
産
者
財
と
し
て
の
斧
と
労
働
と
を
以
っ
て
切
り
出
す
過
程
の
例
と
し
て

そ
の
大
き
さ
は
賃
金
の
函
数
で
あ
り
、
完
成
消
費
者
財
と
生
産
設
備

生
産
設
備
だ
け

こ
の
相
違
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
ラ
ン
ゲ
の
所

六
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き
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ゞ
き

．．．
 
吝
1
1
各
生
産
高
の
販
売
価
格

七

ヽ.ヽ. 

-. 

6

十
文

11
啜
(

P

l

)

労
働
供
給
量
は
賃
金
に
依
存
す
る
か
ら
次
の
函
数
関
係
で
表
現
さ
れ
る
。

量
で
あ
る
。

(
2
.
1
0
)
 

(2.10a) 

こ
こ
で
、

Plは
単
位
時
間
当
り
の
賃
金
率
で
あ
り
、
寛
は
労
働
の
供
給
函
数
で
あ
る
。

(

1

)

 
A
l
l
e
n
.
 
R. 
G. D. ＂ 
M
a
t
h
e
m
a
l
t
i
c
a
l
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
 
L
o
n
d
o
n
 1956, 
p. 
314. 

(

2

)

 

E
v
a
n
s
,
 
G
.
 C
t
”
M
a
x
i
m
u
m
 P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 S
t
u
d
i
e
d
 in 
a
 S
i
m
p
l
i
f
i
e
d
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 
S
y
s
t
e
m
,
 
Econometrica, 
Vol. II• 

N
o
.
 
1, 

1934• 

p. 
37. 

(

3

)

 
L
a
n
g
e
,
 
0.
＂ 

T
h
e
 P
l
a
c
e
 
of 
Interest 
in t
h
e
 T
h
e
o
r
y
 of Prod~ction, 

R
e
v
i
e
w
 o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Studies, 
Vol. III, 1936• 

p.159. 

(

4

)

 

Allen, 
R. G• 

D
.
 
"
ibid• 

p.314 
•• 

均
衡
状
態
の
有
効
方
程
式
を
前
節
で
述
べ
た
三
部
門
間
の
関
連
性
に
お
い
て
考
察
し
、
わ
れ
わ
れ
の
目
的
で
あ
る
指
数
の
経
済
理
論

の
根
拠
を
組
立
て
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
課
題
で
あ
る
。

qi, 
qz, …

4
q
f
"
n

の
相
異
な
る
生
産
者
に
よ
る

n

種
の
商
品
の
単
位
期
間
当
り
の
生
産
高

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）

l+e、1
1
L

(
L
一
吐
滞
速
）
。

生
産
設
備
は
単
位
期
間
に
完
全
に
消
耗
す
る
か
ら

こ
れ
ら
の
函
数
関
係
に
お
い
て

X
1
1
第
一
部
門
の
生
産
高
、

m
1
1
生
産
設
備
高
、

l
I
I
労
働
供
給
量
、

mr、
rは
第
二
部
門
の
当
該

―--—---一c~_:、------—--------―------——-------·-―――—’—--------- .. ニ——--
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T
i
l
l
p
i
q
i
 

`
i
1
1
P
き
ー
・
ピ
き
q
j
i
3

]
・

1

2

利
潤
は
次
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

閥
西
大
學
『
網
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
三
号

Q
i
,
 q
き
…
A
1
nは
前
節
で
述
べ
た
第
一
部
門
（
生
産
者
財
）
、
第
二
部
門
（
本
源
的
生
産
要
素
で
あ
る
労
働
•
土
地
の
用
役
）
、
第
三
部
門
（
消
費

(
3
.
1
)
 

け
は
qi
の
生
産
に
お
い
て
単
位
期
間
に
用
い
ら
れ
る
qi
の
部
分
で
あ
り
、
単
位
期
間
に
生
産
さ
れ
る
第
一
、
第
三
部
門
の
任
意
の
商
品

の
数
量
qi
が
、
そ
れ
に
投
入
さ
れ
る
生
産
者
財
量
と
労
働
量
の
技
術
函
数
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、

意
の
・
9

に
対
す
る
第
一
、
第
二
部
門
の
あ
ら
ゆ
る
・
け
の
函
数
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
更
に
第
一
あ
る
い
は
第
二
部
門
に
お
け
る
任

(
3
.
2
)
 

(
3
.
3
)
 

(
i
.
 
1
2
)
 

る。 意の

qi
の
全
体
は
、

第
一
、

(
i
.
 
2
)
 

(
i
.
 
1
3
)
 

(
i
.
 
1
3
)
 

(
3
.
1
)

式
に
よ
っ
て
時
点

t
に
お
い
て
は

第
三
部
門
の
財
貨
全
部
の
生
産
者
間
に
分
け
ら
れ
る
。
次
の
(
3
.
2
)

式
ば
こ
の
状
態
を
示
す
も
の
で
あ

q
i
1
1

・ピ
q

ゞ

.
]
・
1
8
 

均
衡
状
態
成
立
の
条
件
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
時
点

t
に
お
い
て
上
述
の
各
部
門
に
商
品
の
ス
ト
ッ
ク
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
明
確
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
純
所
得
あ
る
い
は
利
潤
は
す
べ
て
第
三
部
門
の
消
費
者
財
に
費
消
さ
れ
る
と
想
定
し
て
お
く
。

こ
こ
で
の
均
衡
は
移
動
均
衡
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
は
時
間
的
に
確
定
不
変
で
あ
る
を
要
し
な
い
。

こ
の
二
式
は
純
所
得
式
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
a
q
i
 

奇
i
1
1
q
i
d
P
i
ー
・
日

q
/
d
p
i
＋
ピ

(
P
iーー
—
ー
き
）d
q
i
i
、

忠
f

]．1
8

]

．1
8

 

q
i
1
1
q
i
(
q
j
i
)
 J.
1
2
 

(
i
.
 
1
3
)
 

者
財
）
に
配
置
さ
れ
、
次
式
が
成
立
す
る
。

qi
は
第
一
あ
る
い
は
第
三
部
門
の
任

八

―- -~-—-
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あ
る
い
は

(
3
.
5
)
 

(
3
.
5
、

)

と
な
る
。
い
ま
、
各
部
門
の
極
大
利
潤
を
得
る
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
方
法
を
導
け
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）

7
、
IIm予
ー
一
、
P
i

m、
1
1
(
m
+
m
、)
P
m
ー
m
、P
m
ー
l、PI

3
1
1は
P
f
I
m
P
m
_
l
p
l

が
：
・
第
二
部
門
（
わ
れ
わ
れ
の
第
一
部
門
）
の
利
潤

匹
・
・
第
一
部
門
（
わ
れ
わ
れ
の
第
三
部
門
）
の
利
潤

が
成
立
す
る
。

既
述
の
通
り
、
価
格
は
生
産
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
行
動
決
定
の
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
、

利
潤
を
極
大
化
す
る
よ
う
計
画
す
る
。
こ
の
こ
と
が
厳
密
な
完
全
競
争
の
実
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

程
式
で
あ
る

(
3
.
3
)

式
よ
り
、

こ
の
生
産
者
の
観
点
を
表
わ
し
、

分
方
程
式
、
す
な
わ
ち
、
第
一
、
三
部
門
の

qi
、
第
一
、
二
部
門
の

qj
に
関
す
る
極
大
利
潤
の
条
件
式
が
導
か
れ
る
。

(
3
.
 4
)
 

p;-f!Jrーき
11
0
 

(
i
.
 
1
3
)
 

(j. 
1
2
)
,
 

こ
れ
を
ラ
ン
ゲ
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち

P
r
n
:
•

生
産
者
財
の
単
位
価
格

pt…
労
働
の
価
格
（
単
位
期
間
当
り
の
賃
金
率
）

px…
最
終
消
費
者
財
の
単
位
価
格

九

そ
の
変
動
を
考
慮
に
入
れ
な
い
で
そ
の

こ
の
場
合
に
利
潤
の
微
分
方

そ
の
生
産
者
財
を
本
源
的
生
産
要
素
の
使
用
を
規
定
す
る
次
の
微



2.90 

(
i
.
 
1
3
)
 

以
上
の
極
大
利
潤
条
件
を
根
拠
に
し
て
既
述
の

(
3
.
4
)

式
は
、

時
点

t
に
お
け
る
均
衡
よ
り
の
変
位
に
対
応
す
る

(
3
.
4
a
)

式
に

(4) 

p-11
全、
P
m

(
3
.
6
)
 

各
式
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
要
素
の
価
格
が
、

帰
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

(
3
.
4
a
)
 

d
7
i
1
1
q
i
d
P
i
|
M
q
j
t
dき

;
.
1
2
 

第
一
．
―
―
一
部
門
の
利
潤

m
の
総
和
は

H
I
I
M
i.1871:, 
で
あ
り
、
上
の
（
3
.
4
a
)

式
は
（
3
.
2
)

式
に
よ
り
、

を
と
る
の
で
あ
る
。

そ
の
微
分
は
次
の
形
式

(
3
)
 

III
全
m
、

(2) 

p
-
1
1
E
P
"
 

-
P
m
1
1
F
m
p
h
 

開
西
大
學
『
鯉
済
論
集
」
第
一
四
巻
第
三
号

透
I

渋
苫

渡
I

器
F
q

爵
ー

ぶ

pf,｝
llIIO

昔一卓
I
I
E
:
I
I
O

、.'

~~ ~~ 

~~ ~ ヽ
ヽ ヽ

II ― II 
-e- -e-
'S'~ 
日、
1 、
ヽ 這

II J 
、。 ミも

こ
れ
ら
の
方
程
式
よ
り
次
の

(
3
.
6
)

式
が
導
か
れ
る
。

(

1

)

 

そ
の
限
界
生
産
物
の
値
に
相
等
し
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

1
0
 



2 9 I 

(
1
)
 L
a
n
g
e
,
 0
.
 ＂ 
i
b
i
d
.
 
p. 
1
7
2
 

意
味
す
る

<
2
1
1
2
i
.
2
p
i
q
i
で
の
方
程

が
成
立
す
る
。
こ
こ
で
既
述
の

(
3
.
2
)

式
よ
り

Vs
は
第
一
・
ニ
部
門
の
、

(
3
.
4
b
)
 

他
方
、

d
n
1
1
日
q
i
d
P
iー

M
q
i
d
P
i

g

.

8

i

.

2

 

こ
れ
ら
の
利
潤
の
す
べ
て
が
消
費
者
財
、
す
な
わ
ち
、
第
三
部
門
に
属
す
る
財
貨
に
費
消
さ
れ
る
と
い
う
約
束
よ
り
、

(
3
.
7
)
 

(
3
.
7
)
 <

8
1
1
g
.
8
P
i
q
i
と
同
様
に
、
第
二
部
門
の
財
貨
の
生
産
者
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る

式
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、

(
3
.
4
b
)

式、

(
3
.
7
)

式
よ
り
次
の

(
3
.
8
)

式
を
得
る
の
で
あ
る
。

ピ
P
i
d
q
i
l
l
M
P
i
d
q
i

;
.
3
 

i•2 

こ
の
式
よ
り
第
三
部
門
と
第
二
部
門
に
属
す
る
生
産
者
に
割
り
当
て
ら
れ
る
qi
の
数
量
の
総
和
は
相
等
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
特
に
、

制
約
が
本
源
的
要
素
が
完
全
雇
傭
の
状
態
で
あ
る
と
い
う
想
定
を
述
べ
る
た
め
導
入
さ
れ
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
、
第
二
部
門
の

qi
が

時
点
t
の
所
与
の
函
数
で
あ
る
と
の
想
定
を
表
わ
す
た
め
に
導
入
さ
れ
る
と
き
は
、
既
述
の
三
部
門
の
経
済
体
系
に
関
す
る
「
有
効
転

置
の
原
則
」
と
し
て
次
式
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
3
.
 8
)
 

:E p
;
d
q
;
 1
1
0
 

i.8 

以
上
の
制
約
条
件
は
生
産
者
の
計
画
を
表
わ
す

屡
II
き

忠
f

に
予
め
導
入
し
て
お
く
必
要
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）

n
1
1
<
8ー

<
2

qi
が
第
三
部
門
の
財
貨
の
生
産
者
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
を

ー・..一・---・・・ -・・一．．ご -一
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醐
西
大
學
『
鯉
演
論
集
』
第
一
四
巻
第
三
号

以
上
の
一
般
均
衡
理
論
を
基
盤
に
お
い
て
指
数
の
経
済
理
論
を
組
立
て
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
際
の
指
数
算
式
は
次
の
デ
ィ
ビ
ィ
ジ
ア
式
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
函
数
論
的
物
価
指
数
論
の
大
部
分
は
無
差
別
曲
線

・
図
表
を
理
論
構
成
の
足
場
と
す
る
の
に
対
し
て
、
彼
の
理
論
は
限
界
性
の
概
念
、
ゆ
え
に
微
分
・
積
分
の
概
念
を
手
懸
り
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
自
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
て
お
い
た
。

彼
の
目
的
は
「
貨
幣
価
値
」

(

1

)

 

(la 
v
a
l
e
u
r
 
d
e
 
la 
m
o
n
n
a
i
e
)

を
示
す
指
数
に
関
す
る
精
確
な
解
を
見
い
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
同
じ

(

2

)

（

3
)
 

目
的
を
無
差
別
曲
線
を
媒
介
と
し
て
指
数
に
よ
っ
て
果
そ
う
と
し
た
も
の
に
フ
リ
ッ
シ
ュ
、
ア
レ
ン
が
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は
全
く
相

異
な
る
。
デ
ィ
ビ
ィ
ジ
ア
は
全
体
と
し
て
の
経
済
社
会
に
関
し
て
次
式
が
成
立
す
る
と
い
う
。

ビ
き
q
1

• 

日
P
o
q
o
.

(
4
.
1
)
 

lo1• 

Q01 11 

い
う
ま
で
も
な
く
、

Ioiは
基
準
時
点

(
O
)
、
比
較
時
点

(
1
)
の
物
価
指
数
で
あ
り
、

Joi
は
数
量
指
数
で
あ
り
、
そ
の
積
は
価
額
比

に
相
等
し
い
。
こ
れ
を
一
般
化
し
数
量
指
数
と
物
価
指
数
を
別
々
に
述
べ
る
と

焙
忌
i

梵
i
d
P
i

、

r111
,
 2
,
 3
.
 

d
Q
r
 
i•r 

dPR••r 

1

1

"

"

＂ 

Qr~ 

望
i

、

吝

望

ipi

(
4
.
2
)
 

i

.

r

i

.

r

 

な
お
、
こ
の

(
4
.
2
)

式
は
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

dQ~ 

喜

d
I

ー
ピ
q
d
P

＂

＂

＂

ー

Q

ピ唸
q

3

I

ピ
念

(
4
.
2
a
)
 

(

4

)

 

(
4
.
1
)

式
を
対
数
微
分
法
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
形
に
変
形
す
る
と
、
物
価
指
数
と
数
量
指
数
と
を
同
時
に
得
る
こ
と
が
で
き
る

四
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追
加
的
な
仮
説
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
よ
り
部
門
指
数
は

の
で
あ
る
。

(
4
.
3
)
 

d
l
 

d
Q
 

"J::.qdp 

"2:.Pdq 

II 

ピ
p
q

Q

H

P

q

 

I
 

こ
れ
よ
り
、
デ
ィ
ビ
ィ
ジ
ア
指
数
は
、
そ
の
微
分
は
価
格
と
数
量
の
微
分
よ
り
成
る
線
型
方
程
式
の
形
を
と
り
、
数
量
だ
け
が
変
化
す

る
と
き
、
価
格
は
変
化
し
な
い
。
ま
た
、

有
す
る
。
い
ま
、
価
格
の
変
化
が
無
限
小
あ
る
い
は
限
界
単
位
で
生
ず
る
と
仮
定
す
る
。
す
る
と

(
4
.
2
a
)

式
を
積
分
し

）
 

日
q
d
P

c

日
念

(
4
.
4
)
 

l
p
 1
1
e
4
p（
一

あ
る
い
は

p
g
を
基
準
時
点
の
価
格
P
o
(
P
1
°
,
P
z
0
,
 …
)
の
指
数
、

C
を
価
格

P
が

Poか
ら
が
へ
変
化
す
る
径
路
で
あ
る
と
す
る
と

）
 

ピ
q
i
d
P
i

c

巳
忠
i

(
4
.
4
a
)
 

P
D
 11
P
D
o
.
e
4
p
(
「

．

と
な
る
。
再
び
本
稿
で
用
い
ら
れ
る
形
で
表
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
上
述
の
径
路
に
沿
っ
て
積
分
す
る
と

(
4
.
 5
)
 

Q
z
(
A
)
 11 Q
z
O
)
 g[ji。函
P
i
d
W
S
)
]
9
S
I
I

日
苓
・
・

i
.
2
 

と
な
る
。
こ
こ
で

i
は
「
変
形
の
パ
ラ
メ
ー
ク
」
で
あ
り
、

(
3
.
7
)

式
は
次
式
で
述
べ
ら
れ
る
。

gllo. 

(
4
.
6
)
 

す
な
わ
ち
、
完
全
雇
傭
の
状
態
で
の
第
二
部
門
で
の
厳
密
な
競
争
の
仮
定
の
も
と
で
、
消
費
者
財
指
数
は
既
述
の
有
効
変
位
に
つ
い
て

極
値
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
更
に
精
確
に
す
る
に
は
既
述
の
技
術
函
数

q
i
1
1
q
i
(
q
j
i
)

の
二
次
微
分
を
考
察
し
、

(
4
.
7
)
 

そ
の
逆
も
成
立
し
、
物
価
指
数
と
数
量
指
数
の
積
が
貨
幣
価
値
指
数
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を

(
d
Q
a
)
1
 11

李
即
誓
喜
玉
ミ

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
斎
木
）

そ
の
導
函
数
の

----—--~- ---. -~---- _-_·----~- --一"'ー・--'-------- ----~----
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腸
西
大
學
『
鯉
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
三
号

が
導
か
れ
る
。
こ
れ
は
生
産
者
財
の
使
用
量
の
変
化
に
よ
る
消
費
者
財
の
数
量
の
変
化
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
消
費
者
財
の
数
量
Qa

の
製
造
に
加
わ
る
生
産
者
財
の
部
分
量
を
示
す
次
式
と
と
も
に
相
互
に
関
連
し
合
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

M
M
P
忌
i

j

・

Q
1
 

(
4
.
8
)
 

d
Q
1
3
 "＂ 
V
1
 
;,1 
;
 

•8 

し
た
が
っ
て
、
次
の
微
分
方
程
式
は
両
部
門
間
の
部
分
変
化
率
、
す
な
わ
ち
生
産
者
財
の
帰
与
に
つ
い
て
の
消
費
者
財
指
数
の
部
分
変

化
率
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

さ
8
(
d
Q
a
)
1

(
4
.
 9
)
 

7
i
Q
;
3
 =
 d
Q
1
 s
 
• 

均
衡
状
態
に
お
い
て
、

(
4
.
9
)

式
お
よ
び
Q
l
.
Q
S
の
偏
導
函
数
は
次
の
各
式
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
4
.
1
0
)
 

阻
11

に

にQ
3
 

＼
 

哭

Q
1
3

Q
i
 

消
去
法
に
よ
り
上
式
よ
り
（
斗
ド
を
消
去
す
る
と
）

(4.10a) 

艮
111

突

Q
1
1

尖

Q
3忍

を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

<
1
 

＼
 

芯
1

V
2
 

II 

哭

Q
2
1

Q
2
 

Q
1
 
1
 

良
11

阻

尖

Q
2
1

fJQ28 

哭

Q
a

V
2
 

V
a
 

Q
3
 
,
 

I

I

¥

 

緊

Q
2
8

Q
2
 

指
数
の
定
義
よ
り
P
や
11
ー
に

P80 Q
3
。

V
a
o
'

、
、
、
、

言
う
ま
で
も
な
く
添
字
0
は
基
準
時
点
の
状
態
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
左
辺
の
分
母

P
a
o
Q
s
o
は
基
準
時
点
の
物
価
指
数
と
数
量

一
四



2.95 

指
数
の
積
を
表
わ
し
、
右
辺
の
分
母

VSは
基
準
時
点
の
貨
幣
価
値
指
数
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
基
準
時
点
の
各
指
数
が
1

に
相
等
し
い
と
き
は
、

V
a
/
Q
s
1
1
<
5
0
p
8
と
な
る
。
別
言
す
れ
ば
、
物
価
は
数
量
が
変
化
す
る
に
従
っ
て
変
化
す
る
次
元
を
も
つ
も

の
で
あ
る
か
ら
、
数
量

V
a
/
Q
s

は
第
三
部
門
の
数
量
指
数
と
貨
幣
価
値
指
数
の
比
率
で
あ
っ
て
価
格
に
直
接
の
関
係
は
な
い
。
し
か

し
、
本
稿
の
出
発
点
を
な
す
単
純
化
体
系
そ
の
も
の
が
生
産
者
財
、
労
働
、
消
費
者
財
を
三
種
類
の
商
品
と
し
て
取
り
扱
っ
て
お
り
、

あ
る
観
点
よ
り
す
る
と
、

念
8

—
き

翌
ー
」
ド
ー
|
_
|
|

念
1
3

P
a
 

念
2
1

き

、

偶
1
1
r

詈

屈
It

ぎ

忠
1
1

8
q
1
3
 

8
q
2
1
 

8
q
2
3

、

以
上
の
各
方
程
式
を
解
い
て
部
門
間
の
転
入
・
出
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

dQ
の
よ
う
な
個
別
指
数
の
部
分
を
定
義
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
真
の
個
別
指
数
で
置
換
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち

翌
11

干
塁
茎
j

‘

こ
の
方
程
式
は

(
4
.
1
0
)

式
と
同
じ
方
程
式
へ
と
導
く
。

(
1
)
 Divisia, 
F. :
 L'indice m
o
n
e
t
a
i
r
e
 et 
la 
theorie 
d
e
 la 
m
o
n
n
a
i
e
,
 R
e
v
u
e
 d
'
e
c
o
n
o
m
i
e
 politique, 
3
9
,
 

pp. 8
4
2
-
8
6
1
 `
 
9
8
0
-

1
0
0
8
,
 
1
1
2
1ー

1
1
5
1
,

4
0
,
 
pp. 4
9ー

8
7
.

9
9
9ー

1
0
0
4
.

"
 Ec
o
n
o
m
i
q
u
e
 Rationnelle, 
Paris, 1
9
2
8
 `
 
p. 
2
6
8
.
 

K
e
n
d
a
l
l
,
 
M. a
n
d
 B
u
c
k
l
a
n
d
,
 
W. ＂ 
A
 Dictionary o
f
 Statistical 
T
e
r
m
s
,
 L
o
n
d
o
n
,
 1
9
5
7
,
 
p. 
8
8
.
 

(

2

)

 

Frisch, 
R. ;
 N
e
w
 M
e
t
h
o
d
s
 o
f
 M
e
a
s
u
r
i
n
g
 M
a
r
g
i
n
a
l
 Utility, 
Tiibingen, 1
9
3
2
.
 

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）

V

1

3

 11
日

ピ

3
p
i
q
i
j

i.1 j•8 

次
の
各
方
程
式
に
関
連
す
る
体
系
を
手
懸
り
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

d
q
a
 1
1
0
"
 

f
l
q
s
 

P
2
 

II 

忠
2
3

P

a

'

 

一五



2 9 6 

ー

ri
き

a
q
i
 

忠
j

P
i
 

ei 1
 

．
 
e
i
1
 

rg 

p
;
d
q
;
 1
1
e
i
q
i
d
P
i
 

(
i
.
 
1
3
)
 

と
計
画
す
る
と
き

d
p
;
1
1
0
と
は
想
定
し
な
い
で
、

い
ま
、

五

(
3
)
 Allen, 
R
.
 G• 

D.: 
O
n
 t
h
e
 m
a
r
g
i
n
a
l
 
utility 
of 
m
o
n
e
y
 a
n
d
 its 
application, 
E
c
o
n
o
m
i
c
a
,
 Vol. 
XIII, 1
9
3
3
,
 

(
4
)
 Allen, 
R. 
G
.
 
D.: 
M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
a
l
 A
n
a
l
y
s
i
s
 f
o
r
 E
c
o
n
o
m
i
s
t
s
,
 
L
o
n
d
o
n
,
 1
9
6
2
,
 
pp. 2
4
6ー

8
,
3
0
0
,
 
3
3
1
.
 

高
木
訳
「
経
済
研
究
者
の
た
め
の
数
学
解
析
」
上
巻
、
第
十
章

、
、
、
、
、

こ
れ
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
は
完
全
競
争
あ
る
い
は
厳
密
な
競
争
を
前
提
と
し
て
理
論
を
展
開
し
て
き
た
。
本
節
で
は
不
完
全
競
争
あ
る

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

い
は
制
限
的
競
争
の
も
と
で
既
述
の
有
効
な
転
置
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ
る
か
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

本
源
的
生
産
要
素
の
数
量
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に

(
3
.
7
)
,
 

る
い
は
独
占
形
態
が
こ
れ
ら
の
方
程
式
の
修
正
形
式
で
表
現
さ
れ
る
均
衡
状
態
を
期
待
し
う
る
の
で
あ
る
。
生
産
者
が
そ
の
生
産
物
へ

対
す
る
需
要
の
価
格
に
対
す
る
関
係
に
関
し
て
何
ら
か
の
仮
説
を
試
み
る
と
き
、
上
の
二
方
程
式
は
成
立
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
の

価
格
が
こ
の
生
産
者
の
行
動
決
定
の
範
囲
外
に
あ
る
と
は
想
定
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
独
占
企
業
は
そ
の
利
潤
を
極
大
化
し
よ
う

で
あ
る
か
を
知
る
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち

(
5
.
1
)
 

こ
れ
よ
り
、

の
関
係
に
つ
い
て
、

(
5
.
 l
a
)
 こ
の
独
占
企
業
が
価
格
は
与
え
ら
れ
た
そ
の
費
用
函
数
の
な
か
に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
と
き
、
そ
の
価
格
と
生
産
と
の
間

こ
の
独
占
企
業
の
計
画
を
支
配
す
る
次
式
へ
と
導
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

開
西
大
學
『
網
清
論
集
」
第
一
四
巻
第
三
号

(
i
.
 
1
3
)
 

(j. 
1
2
)
 

そ
の
生
産
物
の
需
要
の
弾
力
性
ei
が
（
次
の
方
程
式
の
な
か
の
）
ど
の
よ
う
な
も
の

(
3
”
8
)

式
に
よ
る
有
効
転
置
方
程
式
は
不
完
全
競
争
あ

一六
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し
た
が
っ
て
、

d
苫
(
j
.

1
2
)

を
含
ま
な
い

dn
の
部
分
が
消
去
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と

p
;
d
q
;
 +
 
q
;
d
p
;
-
.
 ビ
き
d
q
/
1
1
0
、

(
i
.

1
3
)
 

1•12 

(
5
.
1
)

式
で
(
5
.
l
a
)

が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
和
を
求
め
る
と

(
5
.
2
)
 

が
導
か
れ
る
。

条
件
式
と
な
り
、

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

1
と
相
異
な
る
次
の
形
の
方
程
式

<
u
 

V
s
 

I
I
R
e
u
 

哭

Q
u

突

Q

e

u

Q

s

Q

u

u
w
 

の
な
か
の
係
数

R

は
完
全
競
争
よ
り
の
解
離
の
幅
を
測
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
方
程
式
の
な
か
の
U

お
よ
び
W

は
三
部
門
の
な

こ
れ
ま
で
取
り
扱
っ
て
き
た
諸
関
係
式
は
、
方
程
式
の
個
数
が
示
す
座
標
．
外
、

Piを
十
分
に
決
定
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
で

求
め
ら
れ
た
。
均
衡
状
態
の
描
写
因
を
完
全
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

に
費
消
さ
れ
る

mの
部
分
、
す
な
わ
ち
、
既
に
約
束
し
た
と
お
り
、
利
潤
は
第
三
部
門
の
消
費
者
財
に
費
消
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
部
分

を
示
す

fliの
大
き
さ
は
統
計
的
に
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
エ
バ
ン
ス
が
「
多
数
個
の
変
数
よ
り
成
る
多
数
個
の
連
立
方
程
式
は
、
そ

(

1

)

 

れ
ぞ
れ
正
し
い
こ
と
も
あ
る
し
間
違
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
経
済
体
系
に
関
し
て
余
り
情
報
を
提
供
し
な
い
」
と
指
摘
し
、
必
要
と

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）

か
の
細
分
部
門
に
関
連
す
る
添
字
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
に
需
要
関
係
が
与
え
ら
れ
る
c

一七

た
と
え
ば
、

食
(
i
.

3
)
 

し
い
と
お
い
て
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
、

形
式
的
に
は

(
3
.
7
)

式
を
含
ん
で
お
り
、

同
様
の
変
形
は
(
4
.
1
0
)

式
に
お
い
て
も
生
ず
る

(
5
.
2
)

式
は
わ
れ
わ
れ
の
い
う
有
効
転
置
の
原
則
と
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
、

こ
の
制
約
条
件
式
は

ri
を
1
に
等

上
述
の
こ
の
独
占
企
業
の
仮
定
が
正
し
け
れ
ば
、

日
(
p
;
d
q
;

+
 
q
;
d
p
;
)
 11
ピ
P
;
d
q
,

i
.
1
3
 

j
.
1
2
 

が
成
立
し
、

(
5
.
1
)

式
は
本
稿
の
は
し
が
き
で
述
べ
た
一
―
一
部
門
の
経
済
体
系
の
追
加
的
制
約
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隅
西
大
學
『
網
済
論
集
」
第
一
四
巻
第
三
号

す
る
情
報
を
し
だ
い
に
増
大
す
る
二
つ
の
可
能
性
と
し
て
統
計
的
操
作
と
経
験
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
る
関
係
に
従
う
と
言
う
場
合
の
前

、
、
、
、

者
が
こ
れ
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
c

ゆ
え
に
、
前
節
ま
で
述
べ
た
完
全
競
争
あ
る
い
は
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
い
う
純
粋
競
争
の
想
定
だ
け
で

は
経
済
体
系
の
全
般
に
わ
た
る
説
明
は
不
十
分
で
あ
り
、
む
し
ろ
独
占
企
業
の
存
在
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
こ
そ
、
よ
り
必
要
な
方
法

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)
 E
v
a
n
s
,
 
G
.
 :
 
i
b
i
d
,
 
P
.
 
3
7
.
 

こ
こ
で
利
子
率
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
問
題
の
解
決
へ
と
進
も
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
指
数
理
論
の
欠
け
る
と
こ
ろ
の
一
っ
と
も

い
う
べ
き
面
で
あ
り
、
あ
る
い
は
本
稿
の
目
的
は
指
数
の
経
済
理
論
に
利
子
率
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
分
析
の

手
段
と
し
て
の
指
数
の
意
味
を
内
容
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

生
産
に
使
用
さ
れ
る
貨
幣
、
す
な
わ
ち
、
貨
幣
資
本
は
特
別
の
部
門
に
属
す
る
そ
の
所
有
者
よ
り
第
二
部
門
の
本
源
的
生
産
要
素
で

あ
る
土
地
、
労
働
の
用
役
と
同
様
に
他
の
部
門
に
貸
付
け
ら
れ
、
地
代
、
賃
金
と
同
様
に
利
子
率
と
し
て
均
衡
方
程
式
に
入
っ
て
く

る
。
利
子
率
の
導
入
は
、
総
生
産
費
が
生
産
者
に
よ
っ
て
次
式
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
限
ら
れ
た
大
き
さ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
と
仮
定
し

て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

(
6
.
1
)
 

ピ
き
q
j
i
l
l
k
i

J
-
1
2
 

• 

第
一
・
三
部
門
の
も
の
総
和
が
第
一
・
ニ
部
門
の
財
貨
の
生
産
者
間
に
分
割
さ
れ
る
場
合
の
総
生
産
費
額
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の

場
合
も
利
潤
の
極
大
化
は
生
産
者
の
行
動
目
的
で
あ
り
、
そ
の
限
界
生
産
物
の
価
値
が
そ
の
価
格
に
相
等
し
い
と
こ
ろ
で
そ
れ
が
実
現

六

(
i
.
 
1
3
)
 

一八
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指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）
．

(・a.a) 

さ
れ
る
と
い
う
命
題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
生
産
要
素
の
結
合
は
最
適
結
合
で
あ
り
、
最
適
生
産
要
素
量
で
あ
る
•
K
を

(
6
.
2
a
)
 

こ
の
方
程
式
に
従
っ
て
極
大
利
潤
の
条
件
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。
通
常
、

(
6
.
3
)
 

が
成
立
し
、

(
6
.
3
a
)
 

こ
の
方
程
式
よ
り
利
潤
極
大
生
産
方
法
は
次
の
よ
う
に
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち

IIFmp"

—

Pm(1+i)110 

哭
（
ヽ
—M
K
)

om 
I
I
E
P
"ー

P-
（

1
+
A
)
1
1
0
 
• 

0
(
7ー

i
k
)

t)l 

(
6
.
4
)
 

(
6
.
5
)
 

や
や
z

1
+
i
 

}
這

II
E2" 

II 
1
+
A
 

P
l
 II

忌ド
1
+
i
 

1
 

こ
れ
よ
り

7
ー
娑
11
ぶ
ゞ
ー
m
p
m
(
1
+
i
)
ー
l
p
I
(
1
+
i
)

7

—
娑
I
I
4ゞ
—

m
}
mー
b
lー
i
(
m
p
m＋
穿
）

(

1

)

 

A
は
ラ
グ
ラ
ン
ヂ
ュ
の
乗
数
で
あ
り
、
次
の

(
6
.
3
a
)

式
に
変
形
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヂ
ュ
の
乗
数
を
用
い
る
と

m
、P
m
+
-

｀P-11k̀

m
序
＋
lp-11K
、

貨
幣
資
本
額
と
す
る
。
し
か
る
と
き

(
6
.
2
)
 

（
竺
竺
価
速
）

一九

こ
の
よ
う
な
場
合
に
取
ら
れ
る
方
法
と
し
て
の
ラ
グ
ラ
ン

' 
---------・----ニ---・-----'----ニ--------•一_,_-------・・ 
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大
化
の
生
産
方
法
を
決
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
が

(
3
.
5
)

式
よ
り

第
一
部
門
の
生
産
者
財
を
生
産
す
る
企
業
の
貨
幣
資
本
額
の
変
化
の
、
こ
の
企
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
潤
に
及
ぽ
す
効
果
を
分
析

す
る
。
そ
の
た
め
次
の
一
連
の
方
程
式
を
迩
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
問
題
は
純
利
潤
極

し
て
考
察
し
、
が
に
類
推
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
二
個
の
ラ
グ
ラ
ン
ヂ
ュ
の
乗
数
の
経
済
理
論
的
解
釈
を
更
に
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

二
個
だ
け
超
過
し
て
い
る
。

七
個
の
未
知
数

m、
l

、

m、、
i

、3

、J)
m
お
よ
び

P
l
を
含
み
、

鵬
西
大
學
『
繹
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
三
号

全予
m

.

＂＂＂ 
1

+

i

 

、
(
6
.
7
)
 

p
l
 

(
6
.
4ー

6
.
5
)

式
は
完
成
消
費
財
部
門

れ
の
第
一
部
門
・
ラ
ン
ゲ
の
第
二
部
門
）
に
関
す
る
貨
幣
資
本
以
外
の
生
産
要
素
価
格
で
あ
り
、

(
6
.
8
)
 

(
6
.
9
)
 

(
6
.
1
0
)
 

お
よ
び
既
述
の
各
部
門
の
生
産
要
素
の
購
入
の
た
め
に
投
下
さ
れ
る
貨
幣
資
本
額
を
示
す
(
6
.
2
)

|
（
6
.
2
a
)

式
の
九
個
の
方
程
式
は

ラ
グ
ラ
ン
ヂ
ュ
の
乗
数
i
と
I
を
決
め
る
に
際
し
て
方
程
式
の
方
が

l

+

l

、1
1
L

両
部
門
の
労
働
供
給
量 m+m̀
II支
m、J
、)

f
1
1
F
(
m
J
)
 

第
三
部
門
の
生
産
函
数

産
函
数

（
わ
れ
わ
れ
の
第
三
部
門
・
ラ
ン
ゲ
の
第
一
部
門
）
、

入
に
関 ゜

(
6
.
4
)
 
|
（
6
.
7
)

式
と
第
一
部
門
の
生

(
6
.
6
 |
 6.
7
)

式
は
生
産
者
財
部
門
（
わ
れ
わ

二
0
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あ
る
い
は

h
m
d
m
+
P
-
d
l
l
l
d
K
 

d
7
1
1
i（
予

m
d
m
+
p
l
d
l
)

d
7
1
1
〔
こ
＋
i）
P
m
ー
P
m
〕
令
ー
〔
（
1
＋
A
)
p
l
ー
p
n
d
l

d
7
1
1
(
F
4
"
—
P
l
l
)

合
＋
（
F
き
—
P
-）d
l
 

で
示
さ
れ
る
。
こ
れ
を

(
6
.
1
1
)

式
へ
代
入
す
る
と

を
得
る
。
な
お
、

(
6
.
1
2
)
 

d"11
や
合
＋
F
1
d
l
 

(
2
.
8
)

式
よ
り
商
品
の
生
産
高
の
変
化
は

(
6
.
1
1
)
 

と
な
り
、
更
に

(
6
.
4
)
,
 (
6
.
 5
)

式
よ
り

F
4
"
1
1
(
1
+
i
)
P
m
 

F

き
1
1
(
1
+
i
)
p
l

を
得
る
。
こ
れ
を
dn
に
関
す
る
微
分
方
程
式
に
入
れ
る
と
次
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
既
述
の

(
6
.
2
)

式
よ
り
（
但
し
こ
の
場
合
K
は
変
数
で
あ
る
と
想
定
し
て
）

(
6
.
1
3
)
 

し
た
が
っ
て

(
6
.
1
4
)
 

が
導
か
れ
る
が
、

d
7
 

＂＂＂ 

d
K
 

i
 

、
、
、
、
、

こ
の
式
の
右
辺
は
貨
幣
資
本
の
増
大
に
よ
る
利
潤
の
限
界
増
加
率
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
貨
幣
資
本
の
限
界
利
潤
性

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）

d
7
1
1
p
"
 d,,-,
P
m
d
mー

P
l
d
l

---"・-------- ---------- ー・・一—ー・~- ------
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と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、

Ak
を
企
業
の
貨
幣
資
本
の
増
分
と
す
れ
ば

d

ヽ
A
K
 

d
k
 

に
当
る
も
の
が
利
子
と
し
て
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に

d
m
A
d
K
は
利
子
率
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
上
述
の
(
6
.
4
)

式

よ
り
入
11
ラ
グ
ラ
ン
ヂ
ュ
の
乗
数
は
利
子
率
に
相
等
し
い
。
こ
の
こ
と
は
第
三
部
門
の
が
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
入

は
費
用
の
要
素
で
は
な
く
、

(
6
.
1
)

式
で
示
さ
れ
る
均
衡
条
件
に
お
い
て
利
子
率
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

(
6
.
1
)

式
に

お
い
て

•
q
l
の
選
択
に
関
し
て
次
の
表
現
を
極
大
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
ラ
グ
ラ
ン
ヂ
ュ
の
乗
数
、
す
な
わ
ち
利
子
率
が
加

わ
る
制
約
式
で
あ
る
。

な
お
、

I
i
1
1
P
i
q
i
ー
ビ
き
q
j
i
1
1

望
i
ー
ピ
き
qji
＋
史
k
i
ー
・
ピ
き
qji
〕・

j.12 

j.12 

1
.
1
2
 

こ
れ
よ
り
次
の

(
6
.
1
5
)

式
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
6
.
1
5
)
 

p;~-(1 

+
§
I
I
O
、

こ
の
式
よ
り
利
潤
を
定
義
す
る
と

と
な
る
。
貨
幣
資
本
の
借
手
の
側
、
貸
手
の
側
に
お
い
て
完
全
競
争
の
状
態
を
想
定
す
る
か
ら

i
i
l
l
i

の
関
係
が
成
立
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

同
様
の
形
式
的
結
果
は
こ
の
数
量
を
極
値
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

た
だ
し
、

IIIi.Bp
き
ー
氾
2

き
さ
・

こ
の
場
合
の
制
約
式
は

`
i
1
1
I
i
|
i
i
k
i
 

開
西
大
學
『
繹
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
三
号

(
i
.
 
1
3
)
 

(
j
.
 
1
2
)
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．廷き
1
1
K
I
I
K
(
t
0
)

で
あ
り
、
上
式
が
任
意
の
時
点
に
お
い
て
成
立
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

I
と
総
利
潤

n
1
1
M
i.1371:j
と
の
間
に

I
I
I
n
+
U
K
が
成

以
上
述
ぺ
て
き
た
各
関
係
式
を
基
礎
に
あ
い
て
、
問
題
と
し
て
と
ら
れ
た
指
数
の
経
済
理
論
へ
と
進
む
。
そ
の
最
も
重
要
な
も
の
は

本
稿
第
四
節
の

(
4
.
1
0
)

式
で
あ
る
。
こ
れ
を
物
価
指
数
・
数
量
指
数
の
形
で
表
現
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

＜

羹

哭

Q,.

V
w
 

1
1
(
1
+
i
)

．
 

Q
零

哭

Q
eu
 

Q
w
 

し
た
が
っ
て
第
四
節
で
は

V
V
•
V
W

を
消
去
し
た
の
で
あ
る
が
、

る
。
す
な
わ
ち

尖

Q
s

8
Q
1
 

8
Q
s
 

哭

Q
2
3

ー
突
Q
1
3

8
Q
2
1
 

哭

Q
3

i
 

忍

以
上
の
三
式
の
第
二
の
式
の
右
辺

1
+
i
は
間
接
的
生
産
要
素
の
限
界
生
産
力
（
す
な
わ
ち
、
生
産
者
財
の
生
産
を
通
じ
て
間
接
に
消
費
者

財
の
生
産
に
加
わ
る
）
の
直
接
的
生
産
要
素
の
限
界
生
産
力
へ
対
す
る
比
率
に
相
等
し
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ウ
ィ
ク
セ

(

1

)

 

ル
が
「
利
子
は
節
約
さ
れ
た
労
働
お
よ
び
土
地
の
限
界
生
産
力
と
現
在
の
労
働
と
土
地
の
限
界
生
産
力
の
間
の
差
で
あ
る
」
と
い
う
場

、
、
、
、
、

合
の
「
節
約
さ
れ
た
労
備
」
は
わ
れ
わ
れ
で
は
間
接
的
労
働
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
実
物
資
本
が
労
働
だ
け
で
生
産
さ
れ
実

物
資
本
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
生
産
設
備
、
し
た
が
っ
て
第
一
部
門
に
属
す
る
財
貨
と
の
協
力
な
く
し
て
生
産
さ
れ
る
か
の
如
き
誤
り

指
数
の
一
般
均
衡
理
論
（
高
木
）

立
す
る
。

戻

=1+
i
9
 

哭

Q
1
1

そ
れ
ら
を
入
れ
て
三
つ
の
基
礎
的
部
門
に
関
し
て
次
の
関
係
式
を
得
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開
西
大
學
『
網
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
一
―
一
号

を
避
け
る
た
め
で
あ
る
C

以
上
よ
り
、
指
数
関
係
式
は
利
子
率
の
導
入
あ
る
い
は
変
化
に
よ
る
あ
る
経
済
体
系
よ
り
他
の
経
済
体
系
へ
の
継
起
的
変
化
を
論
ず

る
と
き
、
特
に
理
論
的
に
重
要
な
も
の
と
な
る
。
与
え
ら
れ
た
本
源
的
生
産
要
素
の
指
数
、
す
な
わ
ち
、
与
え
ら
れ
た

5
の
指
数
の
場

合
に
は
、
極
め
て
小
さ
い
値
を
と
る
利
子
率
入
の
導
入
は
一
次
微
分
の
限
り
で
は
Qa
（
消
費
者
財
数
量
）
を
何
ら
変
更
す
る
必
要
は
な
い

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

が
導
か
れ
、
更
に
次
の
二
次
徴
分
方
程
式
が
導
か
れ
る
。

災

Q
1

哭

Q
3

:
 2Q
3
 11

ぷ月a
 

こ
の
方
程
式
は
Q
s
.
Q
l
の
差
分
と
Jl
の
差
分
、
利
子
率
A
よ
り
組
立
て
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
求
め
る
指
数
の
経
済
理
論
の
す
べ
て
を
内

容
と
し
て
持
つ
も
の
で
あ
り
指
数
計
算
式
、
特
に
本
稿
の
場
合
は
デ
ィ
ビ
ィ
ジ
ア
算
式
と
の
関
係
で
述
ぺ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
実
際
の
指
数
計
算
に
ど
の
よ
う
な
根
拠
を
な
す
か
、
ま
た
、
そ
の
結
果
た
る
指
数
値
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
か
は
、
具
体

的
投
入
・
産
出
に
関
す
る
統
計
資
料
が
与
え
ら
れ
れ
ば
当
然
、
計
算
可
能
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
今
日
ま
で
指
数
の
経

済
理
論
と
い
う
と
き
、

な
、
し
た
が
っ
て
一
般
均
衡
論
と
の
結
合
が
比
較
的
容
易
な
方
向
に
従
っ
て
一
応
体
系
づ
け
て
み
た
の
で
あ
る
。

(
1
)
 Wicksell, 
K. ＂ 
L
e
c
t
u
r
e
s
 
o
n
 Political E
c
o
n
o
m
y
,
 Vol. I
,
 

p. 
1
5
4
.
 

（
本
稿
は
慶
応
大
学
に
お
け
る
三
十
九
年
度
第
三
十
三
回
日
本
統
計
学
会
で
の
報
告
論
文
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

こ
と
ご
と
く
と
い
っ
て
よ
い
程
、

コ
ニ
ュ
ス
的
方
向
に
よ
っ
て
い
た
の
を
、

芝

Q
3
110 

デ
ィ
ビ
ィ
ジ
ア
的
な
微
分
可
能

ニ
四


